
訪問看護ステーションとは

①病院に通うことができない患者さまに在宅医療と共に訪問看護で補う

②病院で治療を済ませ、在宅で経過観測でもよい患者様を訪問看護で補う
つまり、病気にかかった患者さまが、在宅で医療をうけ、看護師さんに来てもらう

　　　　　　　　　　　　　　これが本来の訪問看護

Ｙくまーず訪問看護ステーションの理念

利用者様の心に寄り添う

利用者様への生きる意志を伝える

社会への未来の扉を社員と共に開く

療育 医療 看護

家庭連携及び三位一体の連携を実現

療育からスタートして、看護、医療をとおして、家族連携を図ります
療育　看護　医療の三位一体の実現

通常の訪問看護では　医療→看護　という流れ
Ｙくまの訪問看護は　療育→看護→医療　この形でケアしています

このような事業を進めているのは、現在では弊社のみ
子どもを中心とた訪問看護の強化をしていきます

2021 年、弊社は児童発達支援という形でスタート　現在 12事業所、400 家族との連携をしています
この事業はあくまでも療育になります

療育を弊社の事業所ですすめても、やはり家族との連携がないと、本来の療育につながらないため
ご家族との話し合いを進めてきました

しかし、ご家族の方々と分かり合うことは難しい現状にあります
このままでは家族の連携は難しい　そして、療育を進めていくことも限界がある

では、この家族に入り込むためにどうしたらよいか？　ましてや、今は学校の家庭訪問もない
家族に入り込むためには医療　看護しかないと思いました

そこで訪問看護の分野から家庭と連携を図れないか　と考えました

我々のＹくまグループに訪問看護があれば家庭に入ることができるのではないか
しかし治療ではないので訪問看護を立ち上げても意味がない可能性がある

そこで、精神科訪問看護という分野に突入
この精神科であれば、子どもの保護者様に看護、つまり子どもの療育の話をすることができる

よって、Ｙくまの精神科訪問看護ステーションを立ち上げる意味がある
さらに、在宅医療との連携が可能になれば、さらに家庭との連携が強くなる
こうして 2023 年 6月、Yくまーず訪問看護ステーションを立ち上げました

優秀な看護師が在籍しておりますので
もちろん子どもだけでなく、精神の分野だけではなく病気の治療を兼ねた訪問看護もさせていただきます


